
　
以
上
の
べ
た
よ
う
に
本
書
は
、
一
鉱
山
の
歴
史

と
し
て
叙
述
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
の

変
遷
と
の
関
連
を
重
視
し
、
さ
ら
に
日
本
鉱
業
史

の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
な
か
に
、
し
っ
か
り
と

位
遣
づ
け
な
が
ら
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書

が
、
　
「
史
料
編
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

本
書
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
B
5
判
　
本
編
七
二
八
頁
　
史
料
編
二
二
〇
頁

　
　
　
九
七
〇
年
一
二
月
　
三
井
金
属
鉱
業
株
式
会
社
修

　
史
委
員
会
編
集
非
売
品
）

　
　
（
池
田
敬
正
・
府
立
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学
教
授
）

宇
治
市
史
1

　
宇
治
茶
の
名
で
茶
の
間
に
ま
で
親
し
ま
れ
て
き

た
宇
治
は
、
風
光
閣
媚
な
景
勝
の
地
ゆ
え
に
、
早

く
か
ら
離
宮
や
貴
族
の
別
業
が
お
か
れ
、
平
等
院

や
源
氏
物
語
宇
治
十
帖
に
代
表
さ
れ
る
ご
と
く
、

絢
欄
た
る
貴
族
文
化
が
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
地
理
的
に
も
重
要
な
位
置
を
し
め
る
こ
と
か

ら
、
宇
治
橋
が
か
け
ら
れ
、
有
名
な
断
碑
も
残
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
古
く
菟
道
稚
郎
子
の
伝
承
や
、

降
っ
て
近
世
の
黄
蘂
山
万
福
寺
も
、
宇
治
に
と
っ

て
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
奈

良
盆
地
と
京
都
盆
地
北
半
以
遠
と
を
つ
な
ぐ
地
点

で
あ
っ
た
宇
治
は
、
そ
れ
ゆ
え
中
央
の
動
向
と
密

接
に
か
ら
み
あ
い
つ
つ
、
各
時
代
に
わ
た
っ
て
刻

み
こ
ま
れ
た
幾
多
の
伝
承
・
史
蹟
等
に
め
ぐ
ま
れ

て
い
る
。

　
か
か
る
宇
治
に
、
こ
れ
ま
で
市
章
の
類
が
な
か

っ
た
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
奇
異
の
感
な
し
と
し
な

い
が
、
近
年
の
急
激
な
都
帯
化
の
波
は
、
当
市
に

お
い
て
も
深
刻
な
も
の
が
あ
り
、
こ
の
転
換
期
に

あ
っ
て
「
急
速
な
勢
い
で
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
過

去
の
映
像
を
整
理
・
保
存
し
、
か
つ
て
宇
治
の
歩

ん
で
き
た
足
ど
り
を
明
ら
か
に
し
て
、
後
世
の
人

々
に
伝
え
る
責
務
が
痛
感
さ
れ
」
（
編
者
の
こ
と

ば
）
、
昭
和
四
五
年
か
ら
市
史
編
纂
事
業
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
後
約
三
年
を
へ
て
上
梓
さ
れ
た
の

が
、
瀟
酒
な
装
訂
を
ほ
ど
こ
し
、
随
所
に
鮮
明
か

つ
適
確
な
写
真
・
図
版
・
表
を
ふ
ん
だ
ん
に
も
り

こ
ん
だ
本
書
で
あ
る
。
副
題
を
「
古
代
の
歴
史
と

景
観
」
と
し
、
先
史
・
古
代
を
対
象
と
す
る
が
、

右
の
編
纂
意
図
は
本
巻
に
も
明
ら
か
に
貫
か
れ
、

「
本
編
」
に
先
だ
っ
て
「
序
説
」
を
配
し
、
地
理

的
・
歴
史
的
な
概
観
、
地
質
、
地
形
、
生
物
、
気

候
、
産
業
、
交
通
、
人
口
問
題
、
財
政
お
よ
び
都

市
計
画
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
、
　
「
宇
治
帯
の
現

勢
を
じ
っ
く
り
眺
め
る
」
（
二
五
ペ
ー
ジ
）
た
め
に
、

現
在
同
布
が
か
か
え
て
い
る
種
々
の
問
題
点
を
挟

り
出
し
て
い
る
。

　
「
序
説
」
に
つ
づ
く
「
本
編
」
は
、
時
代
順
に

次
の
五
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
車
は

そ
れ
ぞ
れ
さ
ら
に
節
に
わ
か
れ
、
節
ご
と
に
そ
の

人
を
得
て
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
論
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。第第第第序

四三ニー章
章章章章

　
ま
ず
序
章
で
は
、

的
概
観
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
、

す
と
と
も
に
、

て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
古
墳
時
代
に
至
る
ま
で
の
遺
跡

に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
る
。
五
世
紀
宋
の
山
背
地
方

で
十
指
に
入
る
規
模
を
も
つ
巨
大
な
二
子
塚
古
墳

や
、
著
名
な
久
津
川
古
墳
群
と
そ
の
被
葬
者
の
問

先
史
・
古
代
の
歴
史
と
景
観

先
史
文
化
と
古
代
の
開
発

郡
郷
の
成
立
と
景
観

王
朝
貴
族
と
溺
業

院
政
期
の
庶
民
生
活

　
　
　
当
該
時
代
の
歴
史
的
・
地
理

　
　
　
　
　
　
「
本
編
」
の
序
を
な

　
他
方
、
総
説
的
な
位
置
を
も
占
め
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介紹

題
な
ど
は
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
宇

治
と
切
り
は
な
す
こ
と
の
で
き
な
い
巨
椋
池
や
、

書
紀
に
み
え
る
栗
隈
大
溝
を
地
理
学
的
に
検
討
し
、

さ
ら
に
菟
道
稚
郎
子
伝
承
、
宇
治
の
諸
神
社
と
信

仰
、
記
紀
万
葉
に
詠
ま
れ
た
宇
治
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。

　
第
二
章
は
、
ほ
ぼ
七
世
紀
中
葉
か
ら
八
世
紀
の
、

律
令
制
成
立
期
か
ら
盛
期
を
対
象
と
し
、
宇
治
を

ふ
く
む
京
都
盆
地
の
計
画
古
道
、
水
上
交
通
路
、

郡
界
と
梅
郷
の
位
置
、
郡
衙
の
比
定
、
条
里
制
な

ど
、
お
よ
び
そ
れ
と
の
関
連
で
宇
治
橋
断
碑
、
山

科
郷
古
図
な
ど
に
つ
き
、
主
に
歴
史
地
理
学
的
手

法
に
よ
っ
て
示
唆
多
き
叙
述
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
寺
院

鮭
と
心
懸
、
そ
の
造
営
者
・
被
葬
者
を
も
と
り
あ

げ
て
い
る
。

　
第
三
章
は
、
平
安
遷
都
か
ら
摂
関
期
ま
で
を
あ

つ
か
う
。
宇
治
氏
や
宇
治
陵
墓
群
に
ふ
れ
た
あ
と
、

宇
治
川
や
巨
寸
書
を
め
ぐ
っ
て
形
成
さ
れ
た
宇
治

津
・
岡
屋
津
・
淀
津
な
ど
の
津
、
宇
治
荘
や
笠
取

荘
な
ど
の
荘
園
に
つ
い
て
の
べ
る
。
つ
づ
い
て
平

安
貴
族
、
と
く
に
摂
関
家
の
浄
土
信
仰
の
特
質
に

ふ
れ
、
藤
原
氏
関
係
の
諸
寺
院
、
な
か
ん
づ
く
平

等
院
と
く
に
鳳
鳳
堂
に
つ
き
、
建
築
史
・
美
術
史

の
立
場
か
ら
、
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
橋
姫
伝
説

や
宇
治
十
祐
の
世
界
も
、
本
章
の
テ
ー
マ
の
一
つ

を
な
し
て
い
る
。

　
最
後
の
第
四
章
は
、
院
政
期
を
と
り
あ
げ
る
。

浄
妙
寺
領
や
前
章
で
ふ
れ
た
津
と
関
係
す
る
諸
荘

園
を
と
り
あ
げ
つ
つ
、
当
代
に
お
け
る
荘
園
の
発

展
を
み
わ
た
し
、
宇
治
に
住
む
庶
民
の
生
活
が
、

杣
人
や
癖
人
・
散
所
を
通
じ
て
描
か
れ
、
さ
ら
に

宇
治
神
社
の
離
宮
祭
と
関
連
し
て
、
当
地
に
発
展

し
た
民
衆
の
芸
能
に
ふ
れ
る
。
そ
し
て
保
元
・
平

治
の
乱
と
宇
治
と
の
か
か
わ
り
を
叙
述
し
、
源
平

争
乱
の
前
夜
で
筆
を
お
い
て
い
る
。

　
以
上
の
ご
く
簡
単
な
要
約
で
は
、
と
て
も
本
書

の
も
つ
盤
富
な
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
毘
来
ず
、

読
者
諸
氏
が
実
際
に
本
書
に
つ
い
て
み
る
こ
と
を

至
当
と
す
る
。
し
か
し
右
に
記
し
た
こ
と
の
み
か

ら
で
も
、
ま
こ
と
に
様
々
な
問
題
が
、
多
く
の
視

角
と
論
点
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
窺

え
る
し
、
同
時
に
編
集
老
の
周
到
な
配
慮
と
力
量

の
ほ
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
配
慮
は
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
姿
を
あ
ら
わ
し
、
本
書
の
も
ち

味
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
前
述
し
た
「
序
説
」
の

設
定
な
ど
も
そ
の
一
つ
と
い
え
よ
う
が
、
そ
の
ほ

か
に
も
、
た
と
え
ば
、
七
五
の
第
一
節
は
、
そ
の

時
代
の
大
き
な
流
れ
と
、
そ
こ
に
お
け
る
宇
治
の

位
置
が
示
さ
れ
る
が
、
宇
治
が
歴
史
の
中
に
確
固

と
し
た
地
歩
を
占
め
て
く
る
時
期
以
後
、
つ
ま
り

第
二
章
以
後
は
、
同
一
筆
者
に
よ
る
一
貫
し
た
叙

述
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
、
宇
治
の
位
置
づ
け
に
、

大
き
な
振
幅
な
か
ら
し
め
ん
と
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
本
書
の
特
色
を
な
す
の
は
、
諸
分
野
の

協
力
関
係
で
あ
る
。
も
と
も
と
対
象
た
る
宇
治
自

身
の
も
つ
歴
史
的
性
格
に
規
定
さ
れ
、
美
術
史
・

建
築
史
・
文
学
史
・
家
教
史
そ
の
他
、
と
い
っ
た

諸
分
野
か
ら
の
検
討
が
要
請
さ
れ
て
く
る
が
、
と

く
に
注
湧
さ
れ
る
の
は
、
　
「
一
地
域
の
歴
史
的
発

展
が
、
最
も
深
く
地
理
的
景
観
と
か
ら
み
あ
っ
た

場
所
」
と
い
う
宇
治
観
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
歴
史

地
理
学
の
諸
成
果
を
、
大
き
く
と
り
入
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
多
く
の
分
野
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
方
法
で
、
宇
治
の
諸
側
面
が
照
射
さ
れ
、

全
体
と
し
て
宇
治
の
歴
史
像
が
浮
彫
さ
れ
る
仕
組

に
な
っ
て
い
る
。

　
本
巻
に
つ
づ
い
て
、
申
世
・
近
世
・
近
現
代
篇
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各
一
巻
、
資
料
篇
二
巻
の
刊
行
が
企
画
さ
れ
て
お

り
、
宇
治
市
史
は
全
六
巻
を
も
っ
て
完
結
す
る
予

定
と
い
う
。
一
日
も
早
く
全
巻
が
完
結
し
、
宇
治

の
歴
史
像
の
全
貌
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
と
と
も
に
、
関
係
者
の
多
大
な
御
努
力
に
、

深
い
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
　
（
A
5
判
　
本
文
穴
｛
ハ
～
二
頁
　
索
引
そ
の
他
五
六
頁

　
　
一
九
七
三
年
｝
月
宇
治
市
役
所
三
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
（
栄
原
永
遠
男
・
京
都
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　
叫
”
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど
。

○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
四
百
字
詰
五
〇

　
　
枚
程
度
。
研
究
論
文
に
は
四
百
字
以
内
の
「
要

　
　
約
」
と
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
。
原

　
　
則
と
し
て
注
釈
は
各
章
ご
と
に
入
れ
る
こ
と
。

　
○
学
界
動
向
、
批
判
と
反
省
　
四
菖
字
詰
三
〇

　
　
枚
以
内
。

　
○
書
評
　
四
百
字
詰
二
〇
枚
以
内
。

　
○
紹
介
　
四
百
字
詰
三
枚
程
度
。

◇
送
先
　
『
史
林
』
編
集
委
員
会
宛
。

　
　
　
バ
ヅ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

　
前
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
よ
う
に
、
物
価
高

と
紙
不
足
の
た
め
、
本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
価

格
を
次
の
通
り
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御

了
承
下
さ
い
。

　
　
五
五
巻
二
号
ま
で
…
…
三
五
〇
円

　
　
五
六
巻
六
号
ま
で
…
…
四
五
〇
円

　
お
申
込
は
必
ず
前
金
に
て
、
郵
送
の
場
合
は
送

料
（
各
冊
三
〇
円
）
を
添
え
て
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

　
　
訂
　
正

　
本
誌
第
五
六
巻
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
山
尾
幸

久
氏
の
ノ
ー
ト
「
任
那
日
本
府
と
倭
に
つ
い
て
」

に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
よ
う
に
講
正

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

＝
一
八
頁
下
段
一
行
大
和
朝
廷
1
↓
「
大
和
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廷
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

一
四
二
頁
下
段
六
行
　
欲
艮
城
↓
最
良
城

一
四
三
頁
上
段
九
行
　
奈
勿
麻
立
干
昌
吉
↓
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿
麻
立
干
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

【
四
八
頁
上
段
一
二
行
　
溝
漉
i
v
洒
…
批

藏
誌
篁
朋
二
語
翻
定
価
六
〇
〇
円

　
史
林
（
第
五
七
巻
第
二
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
匿
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
ム
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
理
事
長
　
　
佐
　
　
伯
　
　
　
富

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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